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Shigella groupの抗原構造に関する研究



















































































































































































































によるAm. 20 (Ⅰ),並に大野生菌で琴収Lたも由. (A〕 (B) rc〕


































































































































































































Am.20 ( fl〕死笥血清(No. 7)と当該免疫菌の問
に現収術式Ⅱを適用Lて得たE因子血清を20x稀釈







































































































































































































≠　サ　ー　ー　ーAm.20(fl〕死血(No.7; Am. 20 〔Ⅰ) ::xtKiii
No.7+E因子血清　Am.20(I)　　≠　≠　≠　廿　サ　+　+
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⊂>　⊂) ⊂⊃　⊂) ⊂〉　⊂⊃　⊂) ⊂⊃　⊂) ⊂)
Ln l=) ⊂) ⊂⊃　⊂)　⊂) ⊂〕 ⊂) ⊂〉　⊂)































































































































































































































課められる(表15, 44, 45参照〕. No.7とNo.8と
の問には免疫回数J菌量I免疫原菌相に差があるの



















































量がAm.20〔Ⅰ) Am.20(廿〕 -1280: 2560-
1:2の比になることや,蓑45からF抗捧畳が血清















































































































































































































































































c因子血清-Am. 20 〔∬〕 ･R




西頁生血清〔No.15〕-Am.20 〔I ) -R
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